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新大塚公園存続のお願い
　文京区教育委員会は区立第五中学校と第七中学校とを統合し、都市計画公園である新大塚公園と教育センターを壊して、そこに新しい統合校を建設する案を昨年10月に突如持ち出しました。しかし、この案は教育改革について教育委員会から諮問を受けた教育改革区民会議でも、教育委員会定例会などでも全く検討されずに区長部局の政策調整会議で急浮上した案であり、都市計画部や土木部など、関連部局との協議もほとんどなされておりません。

　この、拙速に作られた計画は、「区立小・中学校の将来ビジョン(素案)の骨子」の一部として昨年11月、他の小・中学校再配置計画からは切り離されて示されました。その後、教育委員会は区民の意見を聞いて将来ビジョンを策定するとしながら、地元への説明をなおざりにしてきました。「守る会」の度重なる要請でようやく3月下旬から3回の説明会が開催され、そこでこの計画の様々な矛盾、問題点が明らかにされてきたのです。

しかし、教育委員会は多くの矛盾や問題点をそのままに、この案を6月初旬にも計画として決定する方向で準備を進めており、ひとたび、決定されれば、区の都市計画審議会も教育委員会の決定に縛られてくることは明らかです。これでは、文京区には都市計画行政と言うものが無いに等しいことになります。

　

　一方、私ども「新大塚公園を守る会」は、新大塚公園を統合校の用地にしないことを求める要望を4月10日、13,390名の署名を添えて、区長と教育委員会に提出しました。現在その署名は16,000名を超えています。私どもは文京区が自ら制定した区民等と区との協働･協治を柱とする自治基本条例を遵守するなら、是非、この区民の声に真摯に耳を傾け、新大塚公園の存続と望ましい教育環境の整備とを両立させてもらいたいと願っております。

　貴、都市整備局長におかれましては、40年以上区民に愛され、今も非常に利用度の高いこの新大塚公園が、教育委員会によって都市計画行政を置き去りにしたまま、廃止されることのないよう、文京区の都市計画行政に対して深い憂慮の念をお示しいただき、かつ、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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